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Ⅰ．Michael Detlefsen 教授講演会のお知らせ

　

日本科学哲学会会長　野本和幸

　下記の通り、Michael Detlefsen 教授(米国ノートルダム大学哲学科）の講演会を開催いたします。

会員の皆様には奮ってご出席下さいますようお願い申しあげます。

＊講演会終了後、Detlefsen 教授を囲んで懇親会を予定しています。出席可能な方は、下

記の問い合わせ先にご連絡をお願い致します。

＊今回の講演（日本科学哲学会主催）に続き、Detlefsen 教授は翌日も以下の通り、講演

を行います。

1 月 8 日（火）14:00 ～ 17:00  専修大学生田キャンパス　一号館第 6 会議室

＊問い合わせ先　金子洋之（専修大学文学部）　hkaneko@isc.senshu-u.ac.jp

Ⅲ．編集委員会からのお知らせ

Ⅳ．大会実行委員会からのお知らせ

Ⅴ．事務局からのお知らせ

記

日　時：2002 年 1 月 7 日（月）　14:00 ～ 17:00

　 場　所：専修大学生田キャンパス　120 年記念館 92F 会議室

　 提題者：Michael Detlefsen

　 題　目：Construction, Creation and the Axiomatic Method
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Ⅱ．Hilbert ワークショップのお知らせ

　下記のワークショップが、日本科学哲学会の後援で開催されます。会員の皆様には奮ってご出席下

さいますようお願い申しあげます。

　＊より詳しいお知らせ、プログラムは下記のいずれかにご請求下さい。

　hilbert.meeting@abelard.flet.keio.ac.jp

　〒 108-8345　東京都港区三田 2-15-45  慶應義塾大学文学部哲学科内   ヒルベルト会議係

　なお、　http://abelard.flet.keio.ac.jp でも掲示予定です。

　ヒルベルトワークショップオーガナイザー：飯田隆（慶応義塾大学）、岡田光弘、金子洋之

記

日　時：2002 年 1 月 12 日（土）　10:00 ～ 17:15

場　所：慶應義塾大学三田キャンパス

　　　　　　 東館（G-SEC lab）6 階ホール

プログラム（予定）：

10:00 ～ 10:45

Michael Detlefsen（米国ノートルダム大学哲学科）

11:00 ～ 11:45

林　晋（神戸大学情報知能工学科）

11:45 ～ 12:30

岡田　光弘（慶應義塾大学哲学科）

14:00 ～ 14:45

Paolo Mancosu（米国カリフォルニア大学バークレー哲学科）

14:45 ～ 15:30

竹内　外史（米国イリノイ大学数学科）

15:45 ～ 16:30

Richard Zach（カナダ　カルガリー大学哲学科）

16:30 ～ 17:15　討論会　司会：金子洋之（専修大学哲学科）

　　    中戸川孝治（北海道大学哲学科）

17:30 ～ 18:30　懇親会
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 Ⅲ．編集委員会からのお知らせ

編集委員長　奥雅博

1．『科学哲学』35 巻 2 号（2002. 11. 8 発行予定）の特集テーマについて

　『科学哲学』35 巻 2 号の特集テーマを「クワインの哲学－回顧と展望」とし、このテーマにふ

さわしい内容の論文を募集いたします。会員の皆様には、奮ってご応募下さい。

　◇締切期日：2002 年 5 月 7 日（事務局必着）

　◇『科学哲学』34 巻 2 号掲載の「論文応募要領」を参照の上御投稿下さい。

2．自由応募論文の受け付けについて

自由応募論文は常時受け付けていますが、『科学哲学』35巻2号に掲載されるための審査を希

望される方は、「論文応募要領」に則って執筆された論文を、2002 年 5 月 7 日までに（必着）

事務局宛お送り下さい。（但し、この時期までに到着し「採用」が決定しても、審査過程や論

文数などの事情により、必ずしもその号に掲載されるとは限らないことをご承知おき下さい。）

Ⅳ．大会実行委員会からのお知らせ

大会実行委員長　佐藤徹郎

日本科学哲学会第 35 回大会を下記の要領で開催致します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

　　　 期日：2002 年 11 月 9 日（土）・10 日（日）

　　　 場所：新潟大学（新潟県新潟市）

◇シンポジウムのテーマについて御意見・御希望がございましたら、3月20 日までに事務局宛御

連絡下さい。

◇ワークショップの具体的な企画、あるいはテーマについてのご希望がございましたら、3 月 20

日までに事務局宛ご連絡下さい。

◇研究発表の申し込み締め切り期日は、9 月 2 日です。要旨［B5 用紙 1 枚（感熱紙不可）にワー

プロで 800 字以内、上部に題目、氏名、所属を明記］添付の上事務局までお送り下さい。
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〒 192-0397　東京都立大学人文学部哲学科内　日本科学哲学会事務局
　fax. 0426-77-2073（「日本科学哲学会」宛であることを明記して下さい。）

　e-mail: philsci@comp.metro-u.ac.jp

Ⅴ．事務局からのお知らせ

1．ノーベル賞 100 周年記念国際フォーラム（主催：日本学術会議）の参加応募について

　ノーベル賞100周年記念国際フォーラムが下記の通り開催されます。若手研究者の参加を募集して

おり、一般募集の他に、日本科学哲学会の会員から 1名の枠が与えられています（ただし応募の結果、

申込者多数の場合は抽選）。応募を希望される方は、2001 年 1 月 20 日までに事務局宛にお申し込み

下さい（申込者多数の場合は、事務局で抽選を行います）。

記

　 ノーベル賞 100 周年記念フォーラム

　 テーマ：創造性とは何か

　 主　催：日本学術会議

　 日時・場所： 2002 年 3 月 16 日・17 日　東京大学安田講堂

　　　　　　　　　　　 3 月 20 日　国立京都国際会館

　 参加者：科学者及び一般（主に若者）　（東京・京都　各約 1,000 名）

＊詳しくは、URL:http//www.secretariat.ne.jp/forum100/ をご覧下さい。

2．学会費納入のお願い

　封筒表面ラベル右下の数字は、貴台の学会費未納分合計金額です。未納分を納入いただきたくお願

い申し上げます。

　「－」表示の方は、完納となっております。


